
 

 

             

             

                                                     

                                                          

           

   

＜要旨＞ 

 近年、思春期を迎えた子どもたちの深刻な事件が注目される中、いまを生きる子どもた

ちの「居場所のなさ」を指摘する声がある。著者は、子どもの居場所に注目し、「居場所

づくり」のあゆみを踏まえながら、その背景にある子どもの姿を捉え、子どもの居場所は 

今を生きる子どもたちの主観的福祉のために大切な場や人間関係があることを確認し

た。さらに、千葉市における「こどもカフェ」の展開を通じて、子どもの居場所の機能に

ついて検討した。大人と子どもの相互行為の過程をコミュニティの中に意図的に作り出

すこと、子どもにとってのインフォーマルな公共空間の必要性を見出し、今後さらなる活

動展開の中で検討が必要であることを示唆した。 

 

＜感想＞ 

 コロナ禍において、自分の居場所を見つけることが難しい時代に突入したと考える。特

に、私たち大学生や大人に比べて行動範囲に限りのある子どもたちが居場所を見つける

ことはより一層難しくなった、と現在のコロナ禍においては思う。だからこそ、この論文

を今読む必要性は非常に高いと考える。論文内では、いくつかの事例を交えながら話が展

開されるため、読み応えのある内容となっている。著者が子どもの居場所の機能を語る際

に登場する「主観的福祉」という言葉には初めて触れたのだが、栗田研究室子ども班に所

属するものは知っておくべき重要用語だと思った。それぐらい、「主観的福祉」というも

のは、子どもたちの成長過程においては大切だということを論文から感じ取ることがで

きた。私たちはどのようなかたちで子どもたちの居場所づくりに携わることができるか、 

これから考えていきたい。 
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